




































































































































































屠牛場に関 しては、 『THEFAR EAST』(1870年

















































































































































































































では、かつての外国人居留地 48番地・ 54番地 ・55
番地に所在した外国商館の遺構だけでなく、道路や下
水道など居留地の都市インフラの遺構も確認されるな
ど、居留地研究において大きな意義をもたらした。
本報告では、膨大な出土遺物のなかから赤煉瓦の情
報を抽出し、記載されている 4,736点の赤煉瓦の「刻
印集計表」 をもとに、上記の横浜煉化、御幸煉瓦のも
のとされる放射状、分銅印の刻印について確認したと
ころ、両刻印の数はあわせて 2,596点にもおよび、
その数は刻印入りの手抜き成形煉瓦（機械成形ではな
く職人の手作業によるもの） 2,920点のおよそ 9割
(89%）を占めることが判明した。
あくまで限られた地点での調査成果であるとはい
え、それまで突発的に工事現場で採集された煉瓦の情
報に比べて、発掘調査から得られるデータは一定度の
「定量分析」を可能にするものであり、その信頼性は
高い。外国人居留地が発展していく過程でつくられて
いった、赤煉瓦の華やかな街並みを支えていたのは、
多摩川・ 鶴見川などの流域にある中小規模の煉瓦工場
であったことを示唆する重要な成果だといえるであろ
う。今後、こうした
出土地点と刻印とを
組み合わせたデータ
が蓄積されることで、
より徹密な分析が可
能になることを期待
したい。
※写真撮影幸山義紀
